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研究成果の概要（和文）：上下一体型OAに対する可動型OAの治療効果，副作用，コンプライアンスを明らかにする前に
，呼吸器領域で用いられる呼吸気道抵抗測定器を用いて，OA療法の治療効果予測について検討した。OSA患者に対してI
OS検査を行い，AHIと粘性抵抗との関連について分析したところ，粘性抵抗が高い程OSA患者のAHIが高い傾向が認めら
れ，OAにより粘性抵抗が低下しやすい患者はAHIも低下しやすいことが認められたため，模擬的な前方移動装置を用い
て測定を行うことで，粘性抵抗の改善率からOAの治療効果が予測出来る可能性が示された．

研究成果の概要（英文）：We investigated whether it is possible to the predict the therapeutic effect of 
oral appliance (OA) therapy by using a respiratory airway resistance-measuring instrument used in the 
field of respiratory medicine, prior to clarifying the therapeutic effect, adverse reactions, and 
compliance of mobile OA therapy for integrated OA. Integrated optical spectrometry tests were conducted 
for patients with obstructive sleep apnea (OSA). In our analysis of the correlation between 
apnea-hypopnea index (AHI) and viscous resistance, we found that the AHI of patients with OSA tended to 
increase as viscous resistance increased. We also found that the AHI could be easily reduced in patients 
in whom viscous resistance could be easily reduced with OA therapy. This shows that the therapeutic 
effect of OA can be predicted on the basis of the rate of improvement in viscous resistance by performing 
measurements using a forward movement simulator.

研究分野：補綴，睡眠歯学
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１．研究開始当初の背景 
閉塞性睡眠時無呼吸症候群患者に対して

nCPAP，口腔内装置(OA)治療の有効性につ
いてはすでに明らかになっている．OA は主
に下顎前方移動型 OA である上下一体型 OA
と可動型 OA が使用される．しかしながら，
従来の上下一体型OAに対する可動型OAの
治療効果，副作用，コンプライアンスについ
ては未だ示されていない．そのため，上下一
体型OAと比較して可動型OAの臨床的な有
効性とコンプライアンス，副作用の発現に違
いが生じるかを明らかにする必要がある． 
一方，OA療法による効果は術後 PSG検査
により確認が可能である．しかしながら，症
状の改善度は患者によって大きく異なり，
OA 療法で高い効果を示す患者もいれば改善
が全く認められない患者もおり，それにもか
かわらず，治療前に効果を簡便に予測する検
査法は確立されていない． 

 
２．研究の目的 
呼吸器領域で用いられる呼吸気道抵抗測
定器(impulse oscillation system: IOS)は，安
静呼吸のみで非侵襲的に，呼吸の抵抗度や気
道の閉塞性，閉塞部位の評価が可能である．
そこで，IOSを用いて閉塞性睡眠時無呼吸症
（OSA）患者の呼吸抵抗を測定し，無呼吸低
呼吸指数(AHI)と比較することとした．それ
により，IOS検査が，上下一体型 OAと可動
型 OA を使用するランダム化被験者内比較
(前向き介入）試験のアウトカム評価に加える
ことが可能かどうか，また OA療法の治療効
果予測に有用かどうか検討した． 
 
３．研究の方法 
（１）被験者 

OSA 患者, 健常者それぞれを被験者とし
てリクルートした。OSA患者の採択，除外基
準については，採択基準：20 歳以上の成人，
男女不問，下顎前方可動距離が 8mm以上，
骨植のよい残存歯が 20 歯以上（前歯部残存
を含む），除外基準：慢性的な鼻閉，高度な
扁桃肥大，顎変形症(小下顎症，上顎後退症，
顎関節強直症 )，経鼻的持続陽圧呼吸
（nCPAP）療法と併用の予定がある，顎関節
症を有する，精神疾患を有する，睡眠障害に
関わる薬物療法を受けている，心疾患，脳血
管疾患の既往や合併があること，顎口腔領域
の急性症状を有するもの，疼痛や違和感が強
く OA 装着が困難なもの，OA に対し理解と
同意が得られないものとした． 

OSA患者については，OA療法前に，年齢，
性別，身長，体重，睡眠の質（ESS，PSQI），
AHI，LowestSpO2を調査し，頭部 X線規格
写真（側方向）撮影を行った．さらに，Master 
Screen IOS-Jを用いて呼吸抵抗（安静時）を
測定した．OA装着後，OA装着時の AHIお
よび LowestSpO2，睡眠の質（ESS，PSQI）
を術前同様に調査し，頭部 X線規格写真（側
方向）撮影を行った．さらに，Master Screen 

IOS-Jを用いて OA装着時の呼吸抵抗測定を
行った． 

OA 療法術後の呼吸抵抗について比較検討
し，AHIおよび SpO2変化量との関連を求め
た．また，術前後の ESS,PSQI，および頭部
X線規格写真（側方向）から計測できる気道
の前後径と，呼吸抵抗との関連をそれぞれ求
めた． 
また，健常者については簡易型睡眠評価装
置（フクダ電子，LS-120S）を用いて，AHI
および LowestSpO2のデータを取得し，さら
にMaster Screen IOS-Jを用いて呼吸抵抗測
定を行った． 

 
（２）口腔内装置(OA) 

OSA患者に対して装着する OAについて，
上下顎一体型 OA を製作し, 装着する. 下顎
前方可動量を確認した後，ｼﾞｮｰｼﾞ･ｹﾞｰｼを用
いて，通法に従い OA製作の目安である可動
量 60～70％の下顎前方位にて咬合採得を行
う．上下顎一体型 OAは樹脂プレートを成型
して製作した. 

 
（３）IOS検査， 

IOS 検査については，Master Screen 
IOS-Jを用いて, 安静時, OA装着時, 3種類
の実験用前方移動装置を装着時の計 5条件に
て 呼吸抵抗の測定を行った. 測定項目は気
道の閉塞を示す R5 と R20 で，R5 は気道全
体の抵抗値，R20は上気道，中枢気道の抵抗
値を示す．また測定時は仰臥位での測定にな
るため,測定直前に点鼻用血管収縮剤を被験
者自身で鼻腔内に 2〜3 回噴霧した上で，実
施した． 
 
４．研究成果 
 健常者については 49名 IOS測定を行い，
OSA患者については 29名 IOS測定を行った．
健常者 49 名の R5:5Hz での粘性抵抗の平均
値は 0.40±0.15，R20:20Hz での粘性抵抗の
平均値は 0.41±0.14 で，OSA 患者 29 名の
OA 未装着時の R5 の平均値は 0.54±0.22 で
あり，R20の平均値は 0.46±0.18であった．
また OSA 患者の OA 装着時の R5 平均値は
0.46±0.18であり，R20の平均値は 0.43±0.18
であった． 

OSA患者のRDIとR20の関連について相
関分析をしたところ，正の相関（r=0.480，
p<0 .05，Spearmanの順位相関係数）が認め
られ，逆に R5では相関が認められなかった．
以上より，上気道，中枢気道の粘性抵抗を示
す R20 が，R5 よりも OSA 重症度の予測に
適していると考えられ，粘性抵抗が高い程
OSA患者の AHIが高い傾向が認められた． 
 OAによる R5，R20の改善率，と OAによ
る RDI の改善率との相関関係を分析したと
ころ，R5の改善率と OAによる RDIの改善
率に正の相関（r=0.463，p<0.05，Spearman
の順位相関係数）が認められ，R5 の改善率
と OA による RDI の改善率に正の相関



（r=0.573，p<0.01，Spearman の順位相関
係数）が認められた．以上より，OA 装着に
よる粘性抵抗が低下しやすい OSA 患者は
RDIも下がりやすいと考えられる． 
 これにより，OSA患者に対する治療法の選
択の前に，模擬的な前方移動装置を用いて
IOS測定を行うことで，粘性抵抗の改善率か
らOAの治療効果が予測出来る可能性が示さ
れた． 
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